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議会だより
令和元年12月定例会・全員協議会

なぎそ

町には３つの保育園があります。
いま、この３園を、この先どのような形
で運営していくのが住民にとって良いこと
なのか、議論が進められています。

○
12
月
定
例
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
12
月
18
日
の
7
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
議
案
で
決
ま
っ
た
こ
と
一
覧
�
�
�
19ｐ

☆
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
�
�
�
�
20ｐ

☆
補
正
予
算（
第
4
号
）を
可
決
�
�
�
21ｐ

★
一
般
質
問
：
9
人
の
議
員
が
質
問

�
�
�
24ｐ

☆
全
員
協
議
会
�
�
�
�
�
�
�
�
�
29ｐ

●
小
学
校
駐
車
場
用
地
の
取
得

●
今
後
の
南
木
曽
町
の
保
育
の
姿　
基
本
方
針
②

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

●
町
道
妻
籠
町
上
連
絡
線（
仮
称
）の
町
道
認
定
及
び
用
地
取

得
・
物
件
補
償

●
名
城
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

●
地
方
創
生
総
合
戦
略（
案
）

●
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
の
策
定

●
リ
ニ
ア
協
定
書

●
実
施
計
画（
令
和
2
～
4
年
度
）

田
立
地
域
振
興
協
議
会
会
長　
森　
洋
司
さ
ん

議
長
年
頭
あ
い
さ
つ
�
�
�
�
�
�
�

19ｐ

12
月
定
例
会
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

19ｐ

シ
リ
ー
ズ
「
聞
い
て
私
の
思
い
」
�
�
�
33ｐ

議会の眼



12月定例会可決議案一覧表（1／2）
予算関連議案 賛否

●令和元年度　補正予算 ・一般会計の補正は934万円減額し、総額38億
7380万6千円となります。

全員
一致

一般議案 賛否
●南木曽町辺地対策総合整備計画の

変更
令和元年度事業執行分及び元号変更等関係個所の加除・修正に
より、変更を行うもの。

全員
一致

●木曽広域連合規約の一部変更
木曽広域連合の「公共下水道汚泥集約処理施設の設置及び管理
運営に関する事務」を公営企業会計にて処理するため、変更を
行うもの。

全員
一致

●令和元年度学校施設環境改善交付
金事業　南木曽中学校体育館長寿
命化改良工事請負契約の変更

契約金額：1億308万9千円（変更差額1158万3千円増）
契約の相手方：株式会社岡谷組　木曽営業所

全員
一致

審議内容
掲載P.21

令和２年

明けましておめでとうございます

南
木
曽
町
議
会
議
長　

山
﨑　
隆
二

住
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て

令
和
二
年
、
子
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

改
元
に
よ
り
時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
平
成
時
代
の
幕
開
け
は
、
ベ

ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
閉
ざ

さ
れ
た
世
界
が
一
変
し
て
開
か
れ
た
印
象
で
し
た
。

し
か
し
て
そ
の
後
三
十
年
余
り
が
経
過
し
た
今
日
に

お
け
る
世
界
は
、
自
国
主
義
と
独
善
主
義
の
流
れ
が

広
が
り
、
時
代
が
後
戻
り
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
す

ら
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
国
に
お
け
る
平
成
の
時
代
は
、
宇
宙
の
分
野

に
始
ま
り
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
教
育
、
福
祉
、

医
療
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
至
る
ま
で
、様
々

な
出
来
事
が
起
こ
り
、
特
に
情
報
通
信
分
野
で
は
携

帯
電
話
な
ど
革
命
的
な
発
展
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
平
成
26
年
の
南
木
曽
町
土
石
流
災
害
を

は
じ
め
、
阪
神
淡
路
、
東
日
本
大
震
災
、
台
風
災
害

な
ど
数
々
の
悲
惨
な
事
態
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
、
上
皇
は
昭
和
時
代
の
戦

争
犠
牲
者
の
追
悼
に
加
え
、
自
ら
被
災
地
を
訪
問
さ

れ
、
国
民
に
寄
り
添
い
、
同
じ
目
線
で
苦
楽
を
共
に

し
、
世
界
の
平
和
と
安
寧
を
祈
ら
れ
つ
つ
、
象
徴
と

し
て
の
ご
公
務
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
の
天
皇

も
昨
年
の
暮
れ
に
東
北
の
台
風
の
被
災
地
を
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

「
令
和
」と
い
う
元
号
は
、万
葉
集
か
ら
引
用
さ
れ
、

「
美
し
く
和
を
奏
で
る
」
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
英
語
で
は
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ　
Ｈ
ａ

ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
」と
翻
訳
さ
れ
ま
す
。
令
和
の
時
代
が
、

南
木
曽
町
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
美
し
く
平
和
に
「
和

を
奏
で
る
」
時
代
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
い

た
し
ま
す
。

「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
そ
し
て
「
令
和
」
へ
と

時
代
が
進
み
、
国
民・町
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

複
雑
・
高
度
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、
地
方
自
治

の
一
翼
を
担
う
行
政
機
関
（
職
員
）
に
お
い
て
は
、

令
和
の
時
代
も
引
き
続
き
遵
法
精
神
に
立
脚
し
、
自

国
主
義
や
独
善
主
義
に
は
組
み
せ
ず
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
い
、「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
な
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
住
民
の
皆
さ
ん
と
苦
楽
を
共
に
し
つ

つ
業
務
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
た
め
に
身
を
捧
げ
銃
弾
に
倒

れ
た
中
村
哲
医
師
の
座
右
の
銘
は「
照
一
隅
」で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
隅
を
照
ら

す
こ
と
に
精
一
杯
努
力
す
れ
ば
い
い
、
み
ん
な
が
そ

う
な
れ
ば
も
っ
と
世
界
を
照
ら
す
こ
と
に
な
る
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。

南
木
曽
町
議
会
も
、
地
方
自
治
の
一
翼
を
担
い
つ

つ
、「
照
一
隅
」
の
精
神
を
根
底
に
、
代
表
制
民
主

主
義
を
進
化
さ
せ
、
様
々
な
立
場
の
人
々
が
様
々
な

立
場
か
ら
立
体
的
に
共
存
共
栄
関
係
を
築
け
る
よ

う
、「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
な
っ
て
住
民
サ
ポ
ー
ト
の

輪
を
広
げ
る
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
は
町
長
と
議
会
議
員
の
同
日
選
挙
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
在
職
中
の
言
動
や
個
人
の
資
質

な
ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
が
評
価
し
審
判
す
る
機
会
で

す
が
、
批
判
ば
か
り
で
は
な
く
、
南
木
曽
町
に
暮
ら

す
全
て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
で
き
る

だ
け
の
範
囲
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
支
え
あ
う
「
ワ

ン
チ
ー
ム
」
に
な
れ
ば
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
等
を

悲
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
会
議
員
一
同
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
幸
せ

の
た
め
に
身
を
捧
げ
る
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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12月定例会可決議案一覧表（2／2）
承認案件 賛否

●南木曽町有林野経営事業計画の承
認

令和2年度　町有林野経営事業計画　事業費1060万円
間伐12.8ha、除伐・枝打ち6ha、作業道800m

全員
一致

条例の制定／改正 賛否

●フルタイム会計年度任用職員の給
与に関する条例の制定

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による一
般職の会計年度任用職員創設に伴う、フルタイム会計年度任
用職員の給与・手当等に関し必要な事項を新たに定めるもの
です。

全員
一致

●パートタイム会計年度任用職員の
報酬、期末手当及び費用弁償に関
する条例の制定

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による一
般職の会計年度任用職員創設に伴う、パートタイム会計年度
任用職員の報酬・手当・費用弁償の支給に関し必要な事項を
新たに定めるものです。

全員
一致

●地方公務員法及び地方自治法の一
部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整備等に関する条例の制定

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律による一
般職の会計年度任用職員創設に伴い、関係する条例について
必要な改正をするものです。

全員
一致

●公益的法人等への職員の派遣等に
関する条例の一部改正

職員の派遣することができる団体について規定の改正を行い、
地方公務員法の改正に伴い、根拠規定の改正と見直しが図ら
れた用語を修正するものです。

全員
一致

●南木曽町特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

子ども・子育て支援法の一部を改正する法律の施行に伴い町
の関係条例の改正を行ったが、内閣府令の誤りに伴い、用語
及び関係条例の一部改正を行うものです。

全員
一致

●南木曽町国民健康保険税条例の一
部改正

平成30年度長野県実務担当者検討会で検討を行った結果、被
収容者に対する国民健康保険税の減免は、被収容者への任意
給付が行われていない場合において申請があった際は、減免
を行うという方針が出されたことに伴い、条例の一部改正を
行うものです。

全員
一致

●南木曽町印鑑の登録及び証明に関
する条例の一部改正

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るた
めの関係法律の整備に関する法律が施行されることに伴い、
条例の一部を改正するものです。

全員
一致

議会の傍聴にお越しください

●
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を

求
め
る
陳
情

　
　
　
長
野
労
働
組
合
連
合
会

議
長　
細
尾　
俊
彦

　
　
　
趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

趣
旨
：
現
在
長
野
県
の
最
低
賃
金
は
８
４

８
円
で
賃
金
の
地
域
間
格
差
は
都
市
部
へ

の
労
働
者
の
流
出
を
招
き
多
く
の
自
治
体

が
人
口
減
少
に
苦
し
ん
で
い
る
。
全
国
知

事
会
な
ど
も
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
全

国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
を
求
め
て
い
る
。

同
時
に
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企

業
な
ど
へ
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
が

必
要
。

●
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の

実
施
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
　
長
野
県
保
険
医
協
会

会
長　
宮
沢　
裕
夫

採
択
・
町
執
行
部
送
付
（
全
員

一
致
）

趣
旨
：
妊
娠
中
は
食
嗜
好
や
食
生
活
が
変

化
し
口
腔
内
衛
生
状
態
の
悪
化
や
、
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
変
化
な
ど
で
、
む
し
歯
や

歯
周
病
が
進
行
し
や
す
い
。
ま
た
、
む
し

歯
菌
・
歯
周
病
菌
が
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
す

る
こ
と
や
早
産
や
低
体
重
児
出
産
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

妊
婦
の
歯
科
健
康
診
査
は
県
内
で
も
27

市
町
村
と
半
数
に
及
ば
な
い
状
況
で
あ
る
。

請
願
・
陳
情

提
出
者

結　
果

提
出
者

結　
果

定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）開催されます。
詳しい日程などについては、音声告知端末放送、ケーブルテ
レビなどでお知らせしています。
※12月の議会は、2日間で6人の傍聴がありました。
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国
保
税
の
歳
入
が
増

え
て
い
る
。
一
方
、
坂
下

病
院
が
診
療
所
に
な
っ
て

医
療
費
の
現
状
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
一
人
当
た
り
の
医
療

費
の
高
さ
は
、
数
年
前
ま

医
療
・
病
院
関
係

QA

で
は
県
内
の
上
位
10
番
以

内
に
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
30
番
台
後
半
で
一
時
よ

り
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
病
院
の
問
題
を
巡
っ

て
、
中
津
川
市
は
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
る
か
。

　
　
坂
下
診
療
所
の
改
革

QA

は
、
耳
鼻
咽
喉
科
と
泌
尿

器
科
を
今
年
度
末
に
中
津

川
市
民
病
院
に
集
約
す
る

方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
は
、
1
月
6

日
か
ら
少
し
時
間
の
変
更

が
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度

か
ら
ど
う
な
る
か
明
確
な

答
え
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
中
津
川
市
と
は
情

報
を
し
っ
か
り
共
有
し
、

お
互
い
に
で
き
る
こ
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き

た
い
。

要
望

　
　
木
曽
病
院
線
の
タ
ク

シ
ー
の
利
用
者
は
。

　
　
月
平
均
の
延
べ
人
数

は
7
～
8
名
で
す
。

　
　
坂
下
診
療
所
の
問

題
が
あ
る
中
で
、
広
域
連

携
の
取
り
組
み
で
木
曽
病

院
に
行
け
る
路
線
は
あ
り

が
た
い
。
継
続
を
お
願
い

す
る
。

　
　
読
書
保
育
園
駐
車
場

の
完
成
時
期
が
遅
れ
て
い

る
。

　
　
遅
れ
て
い
る
理
由
は
、

巨
石
処
理
と
不
足
土
の
調

達
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
た
め
で
す
。
完
成
は
来

年
2
月
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
　
不
足
土
は
、
ど
こ
か

ら
運
搬
し
て
い
る
の
か
。

神
戸
の
土
は
利
用
で
き
な

い
の
か
。

　
　
不
足
土
は
、
国
道
２

５
６
号
改
良
工
事
の
残
土

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

国
・
県
工
事
と
の
調
整
に

よ
り
県
工
事
か
ら
の
搬
入

と
し
ま
し
た
。

QA要
望保

育
園
関
係

QAQA

　
　
残
土
の
利
用
交
渉

を
上
手
に
行
い
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
最
近
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
子
ど
も
が
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町

の
小
中
学
校
の
状
況
は
。

　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

児
童
・
生
徒
が
お
り
、
給

食
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
　
農
業
用
た
め
池
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は
。

要
望学

校
関
係

QA防
災
関
係

Q

　
　
来
年
度
に
今
の
町
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
加
え

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
公
用
車
に
よ
る
電
源
供
給

　
　
災
害
時
に
公
用
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
か
ら
電
源
は

取
れ
る
か
。
そ
の
使
い
道

は
。

　
　

一
台
は
取
れ
ま
す
。

役
場
庁
舎
や
避
難
所
な
ど

へ
供
給
で
き
れ
ば
と
考
え

て
ま
す
。

　
　
ど
こ
へ
供
給
す
る

か
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め

て
お
い
た
方
が
、
混
乱
が

な
く
て
良
い
。

AQA意
見

補
正
予
算
審
議
概
要

令
和
元
年
12
月
期
予
算（
一
般
会
計
、特
別
会
計
）

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

読書保育園の駐車場工事

令和元年12月期補正予算（12/18決）

一般会計補正予算　934万円を減額
総額　38億7380万6千円に

●会計別補正予算 （単位：千円）

会　　　　　　　計 補正額 補正後の金額

一般会計 △ 9,340 3,873,806

国民健康保険特別会計 2,277 386,367

簡易水道事業特別会計 737 176,923

下水道事業特別会計 992 84,034

農業集落排水事業特別会計 40 76,703

浄化槽市町村整備推進事業特別会計 1,053 120,166

後期高齢者医療特別会計 138 76,755

●一般会計補正の主なもの （単位：千円）

事　　　業　　　名 金　　　額

青少年対策費（子育て応援給付金） 2,000

保育施設管理費（読書保育園フェンス等周辺設備修繕） 2,461

ポットホール補修等の実施見込みによる道路橋梁費 1,800

読書保育園駐車場舗装等整備費 1,500

有害鳥獣駆除事業の見込みによる林業振興費 1,061
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◆
松
食
い
虫
被
害

　
　
東
山
神
社
周
辺
で
数

本
が
松
く
い
虫
被
害
に
よ

り
枯
れ
て
い
る
。
倒
れ
る

と
危
険
な
の
で
、
伐
倒
処

理
で
き
な
い
か
。

　
　
現
地
を
調
査
し
て
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
近
年
、
中
山
道
を
歩

く
外
国
人
が
増
え
て
い
る

が
途
中
に
設
置
し
て
あ
る

ト
イ
レ
の
位
置
が
分
か
ら

ず
困
っ
て
い
る
。

次
の
ト
イ
レ
ま
で
の
距

離
を
案
内
看
板
な
ど
に
示

し
て
い
だ
た
け
な
い
か
。

　
　
良
い
提
案
な
の
で
検

討
し
ま
す
。

QA観
光
関
係

QA

　
　
農
業
の
多
面
的
機
能

支
払
い
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
理
由
は
。

　
　
今
年
度
第
2
期
対
策

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

が
、
参
加
組
織
が
23
か
ら

15
に
減
っ
た
た
め
に
当
初

予
定
よ
り
交
付
額
を
４
０

４
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
農
地
が
荒
廃
す
る

中
で
制
度
が
使
わ
れ
な
い

の
は
地
域
全
体
が
疲
弊
し

て
い
く
ひ
と
つ
の
現
象
で

は
な
い
か
。
交
付
金
額
も

増
額
し
て
使
い
や
す
い
制

度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
森
林
組
合
は
、
来
年

2
月
ご
ろ
他
の
場
所
に
移

転
す
る
計
画
だ
が
、
跡
地

農
林
関
係

QA要
望

Q

の
建
物
の
利
用
計
画
は
考

え
て
い
る
か
。
地
元
か
ら

も
「
三
留
野
宿
の
中
心
と

な
る
よ
う
な
施
設
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い
」
と
要
望

が
出
て
い
る
。

　
　
庁
舎
内
の
委
員
会
で
、

地
元
の
要
望
も
踏
ま
え
て

検
討
し
ま
す
。

◆
右
岸
道
路
の
竣
工
式

　
　
川
向
の
右
岸
道
路
は

来
年
竣
工
す
る
予
定
だ
が
、

竣
工
式
な
ど
を
行
う
計
画

は
な
い
の
か
。

　
　
一
部
で
あ
っ
て
も
長

い
距
離
に
な
り
ま
す
の
で
、

県
な
ど
関
係
機
関
や
地
元

の
川
向
区
と
も
協
議
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。

◆
蘭
地
区
交
差
点
改
良

　
　
蘭
地
区
大
島
の
町
道

と
国
道
２
５
６
号
と
の
交

差
点
改
良
の
協
議
の
状
況

は
。ま

た
、
県
の
２
５
６
号

改
良
事
業
の
前
に
、
町
単

独
で
改
良
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
町
か
ら
は
改
良
案
を

A道
路
工
事
関
係

QAQA

県
に
示
し
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
県
で
検
討
し

て
い
ま
す
。
町
道
の
拡
幅

も
必
要
で
、
県
と
町
の
分

担
は
こ
れ
か
ら
の
協
議
で

調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◆（
主
）飯
田
南
木
曽
線
通

行
止

　
　
10
月
25
日
か
ら
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
る
が
、

工
事
の
た
め
と
は
い
え
観

光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
観

光
客
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
。

　
　

県
の
工
事
で
あ
り
、

冬
季
に
か
か
る
と
大
変
な

た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
県
へ
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

QA

　
　
リ
ニ
ア
の
山
口
工

区
の
環
境
保
全
書
が
書
き

直
さ
れ
て
12
月
5
日
に
修

正
し
て
公
表
さ
れ
た
。
町

も
内
容
を
精
査
し
て
、
南

木
曽
町
側
で
の
工
法
と
そ

れ
に
伴
う
現
象
に
つ
い
て

検
討
し
、
県
や
国
に
必
要

な
審
議
を
や
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
妻
籠
の
水
源
が
い
ち

リ
ニ
ア
関
係

要
望

要
望

ば
ん
の
問
題
と
な
る
。
水

源
を
補
償
し
て
も
ら
う
方

向
で
話
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
葬
儀
の
1
日
前
に
行

っ
て
い
る
お
悔
や
み
放
送

を
、
2
日
前
に
は
で
き
な

い
か
。

　
　
日
程
的
に
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
内

部
協
議
の
う
え
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
関
係

QA

現在の森林組合施設

三留野宿（新町）に建てられたトイレ

東山神社周辺の松枯れ

蘭地区大島の町道と256号との交差点付近

松枯れによる危険木
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町
は
子
育
て
支
援
の
た

め
に
「
子
育
て
応
援
給
付

金
事
業
」
を
提
案
し
ま
し

た
。12

月
定
例
会
で
は
こ
の

制
度
に
関
連
す
る
補
正
予

算
を
可
決
し
、
10
月
に
遡

っ
て
実
質
的
な
制
度
の
運

用
が
始
ま
り
ま
す
。

全
員
協
議
会
で
の
審
議

や
、
本
会
議
で
の
質
疑
概

要
を
紹
介
し
、
こ
の
制
度

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
　
実
施
時
期
を
令
和
３

年
度
ま
で
に
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
降
は
給
付
金
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

不
公
平
だ
と
思
う
が
。

　
　
継
続
が
基
本
で
す
が
、

制
度
上
は
実
施
期
間
を
区

切
り
、
そ
こ
で
検
証
を
行

い
ま
す
。

　
　
子
育
て
は
人
口
減
少

対
策
の
重
要
課
題
だ
。
事

業
の
検
証
は
必
要
だ
が
、

そ
の
た
め
に
期
限
を
設
け

る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

　
　
今
年
の
10
月
ま
で
実

施
し
て
き
た
保
育
料
の
補

助
制
度
と
同
じ
よ
う
に
時

限
を
設
け
て
検
証
し
な
が

ら
継
続
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
　
3
～
5
歳
児
ま
で
は

保
育
料
無
償
化
と
な
る
が
、

0
歳
児
も
含
め
た
2
歳
児

ま
で
の
支
援
は
考
え
た
の

か
。

　
　
出
産
祝
い
金
を
出
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
未

満
児
1
・
2
歳
を
対
象
と

し
ま
し
た
。

　
　
町
長
も
議
員
も
来

年
で
任
期
終
了
と
な
る
。

全
員
協
議
会
に
お
け

る
質
疑

QAQAQA意
見

継
続
し
て
い
く
か
、
次
期

の
体
制
で
決
め
れ
ば
良
い

の
で
は
。

　
　
1
・
2
歳
児
は
今

ま
で
通
り
の
保
育
料
と
し
、

3
歳
児
以
上
は
無
償
化
で

良
い
の
で
は
。

　
　
未
満
児
に
は
大
き

な
経
費
は
掛
か
ら
な
い
の

で
は
。
小
中
学
校
生
へ
の

支
援
を
望
む
家
庭
が
多
い

の
で
、
対
象
を
幅
広
く
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
子
育
て
応
援
給
付
金

に
つ
い
て
は
出
産
祝
い
金

と
す
る
の
が
良
い
の
で
は
。

　
　
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
事
業
」
の
流
れ
を
汲

み
、
い
ま
ま
で
手
当
の
薄

か
っ
た
1
・
2
歳
児
を
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
町

の
支
援
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
し
ま
す
。
今
後
は
よ

り
若
い
世
代
へ
の
支
援
も

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
こ
の
応
援
給
付
金
制

度
は
、
国
の
保
育
園
無
償

化
の
制
度
が
な
く
な
っ
た

と
き
継
続
で
き
る
の
か
。

　
　
そ
の
時
点
で
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見

意
見

QAQA

　
　
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
は
大
変
良
い
事
業
と
考
え

る
。今

後
も
評
価
を
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
4
年
3
月
ま
で
の
時
限
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
思

う
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
部
内
で
再
度
検
討
し
ま
す
。

　
　
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

納
得
で
き
る
制
度
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

主
要
な
議
論
は
、

①
子
育
て
支
援
の
対
象
者
を
１
歳
、
２
歳
に
限
定
し
て
良

い
の
か
。

②
制
度
を
令
和
３
年
度
ま
で
の
時
限
（
期
限
付
き
）
で
あ

る
こ
と
の
是
非
。

③
町
独
自
の
制
度
で
あ
る
が
、
財
政
的
な
持
続
性
が
保
た

れ
る
の
か
。

④
誰
も
が
納
得
で
き
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
か
。

な
ど
で
し
た
。

町
の
姿
勢
と
し
て
は
、
町
独
自
の
制
度
と
し
て
現
在
あ

る
子
育
て
支
援
の
諸
制
度
と
関
連
さ
せ
て
、
今
後
こ
の
制

度
を
検
証
し
な
が
ら
、
町
の
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
て
継

続
す
る
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
他
の
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
や
、
制
度
の
継
続
性
を
要
綱
に
明
示
す
る
こ
と
な
ど
多

く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
保
護
者
な
ど
の

意
見
も
よ
く
聞
き
な
が
ら
検
証
を
し
て
い
く
こ
と
を
要
望

し
て
本
会
議
で
関
連
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
の
審
議

QA要
望解　

説

南
木
曽
町
子
育
て
応
援

給
付
金
支
給
事
業

特
集　
子
育
て
支
援

この10月から保育料が無償化になりました。これに伴い
これまでの3歳から5歳の園児を対象にした保育料の2割補
助は廃止となりますが、替わって「子育て応援給付金事業」
が創設されます。
これまで支援が薄かった未満児（1・2歳児）を対象にして、

町独自の子育て支援の一環として月額4千円を給付します。
また、給食費は町負担となっていますので、未満児保育

を利用していない保護者に対し7千円を給付します。これ
は、保育園を利用しない保護者への格差が生じないように、
3～5歳児も含め給食費相当額の月7千円を上乗せするもの
です。
実施期間については、令和元年10月から令和3年度まで

としますが、継続を前提として検証を行います。

【「子育て応援給付金事業」の説明概要】
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� ※一般質問の質疑内容は各議員の編集によります。

　
　
最
近
、
運
転
免
許
証

の
返
納
が
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
が
、
町
か
ら
木
曽

警
察
署
ま
で
は
遠
く
費
用

も
か
か
る
。

町
内
交
番
で
の
手
続
き

の
検
討
を
お
願
い
し
て
き

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
要
望
し

て
き
て
い
ま
す
し
、
木
曽

警
察
署
の
担
当
者
と
も
3

回
話
し
ま
し
た
。

県
下
の
各
地
で
困
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
専
門

職
が
対
応
し
て
お
り
、
交

番
で
の
手
続
き
は
難
し
い

と
の
返
答
で
し
た
。

　
　
今
後
さ
ら
に
、

①
郵
送
に
よ
る
手
続
き
。

②
交
番
に
免
許
証
を
預
け

て
本
署
で
の
手
続
き
を

行
え
る
よ
う
に
す
る
。

③
返
納
手
続
き
後
も
、
有

効
期
限
内
は
運
転
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

な
ど
の
改
善
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
相
談
を
お
願
い

し
た
い
。

　
　
町
で
は
自
主
返
納
支

援
と
し
て
1
万
3
千
円
分

の
南
木
曽
町
商
品
券
が
交

付
さ
れ
る
。

木
祖
村
で
は
村
内
バ
ス

の
無
料
パ
ス
2
年
間
分
が

付
与
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

町
で
も
検
討
し
て
は
。

　
　
研
究
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
　
12
月
か
ら
の
道
路
交

通
法
改
正
で
、
5
年
前
に

遡
っ
て
運
転
経
歴
証
明
書

が
交
付
さ
れ
る
よ
う
だ
。

自
主
返
納
支
援
の
南
木
曽

町
商
品
券
は
遡
っ
て
交
付

で
き
る
か
。

　
　
支
給
で
き
る
よ
う
に
、

今
回
の
補
正
予
算
で
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
　
自
主
返
納
支
援
を
免

許
証
の
写
し
な
ど
で
対
応

で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
は
返
納
さ
れ
た

方
が
運
転
経
歴
証
明
書
を

提
示
し
た
場
合
の
み
の
対

応
と
な
っ
て
い
ま
す
。
運

転
経
歴
証
明
書
は
、
身
分

証
明
書
と
し
て
も
使
用
で

き
、
タ
ク
シ
ー
は
10
％
割

引
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
南
木
曽
町
商
品
券

の
交
付
の
み
を
希
望
さ
れ

る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
支
援
方
法
の
再
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

返
納
手
続
き
の
改
善
を

QA意
見

返
納
時
に
バ
ス

無
料
パ
ス
の
検
討
を

QA支
援
条
件
の
拡
充
を

Q

AQA意
見

◆高橋　　進�議員
運転免許証が返納しやすい体制と支援の工夫を
◆赤坂　　孝�議員
ケーブルテレビ（CATV）の有効活用を
◆近藤　　隆�議員
災害時における長期間の停電の対応は
◆伊藤　寿子�議員
妻籠地区での町政報告会を町はどのように
感じたか
◆矢澤　和重�議員
課題をクリアしてスローガンに沿ったまちづくりを

9人の議員が一般質問
◆早川　親利�議員
児童生徒をネット犯罪から守る対策を
◆松原　崇文�議員
耕作放棄地を作らない方策として食味検査
に補助を
◆坂本　　満�議員
妊産婦を含む子育て支援の拡充を
◆北原　隆光�議員
町の一般社団法人観光協会に職員派遣をす
るのか

高橋　進 議員

運
転
免
許
証
が
返
納
し
や
す
い

体
制
と
支
援
の
工
夫
を

12月定例会
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今
年
は
大
型
台
風
の

影
響
に
よ
り
、
鉄
塔
や
電

柱
が
倒
れ
長
期
間
に
わ
た

る
停
電
な
ど
全
国
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

町
で
一
週
間
程
度
の
停

電
が
発
生
し
た
場
合
の
、

断
水
や
下
水
へ
の
対
応
は
。

　
　
水
道
施
設
に
は
非
常

電
源
設
備
が
無
い
の
で
、

長
期
間
の
停
電
に
よ
る
断

水
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
県
の
水
道
協
議
会
の
支

援
で
給
水
し
ま
す
。

下
水
道
処
理
施
設
に
は
、

非
常
用
発
電
機
が
設
置
さ

れ
て
い
て
数
時
間
は
対
応

で
き
ま
す
。
そ
れ
以
上
の

場
合
は
簡
易
処
理
し
て
河

川
へ
放
流
す
る
な
ど
、
詳

細
な
対
応
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
役
場
庁
舎
は
、
現
在

の
発
電
施
設
で
災
害
対
応

が
で
き
る
の
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
で
あ
る

程
度
の
業
務
は
可
能
で
す

が
、
長
期
間
の
停
電
で
は

自
家
発
電
施
設
で
の
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
避
難
所
と
な
る
南
木

曽
会
館
は
ど
う
か
。

　
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
の

非
常
電
源
は
無
く
、
長
期

停
電
時
に
は
電
源
車
を
要

請
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
あ
す
な
ろ
荘
が
停

電
・
断
水
と
な
っ
た
場
合
、

利
用
者
へ
の
影
響
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的

な
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
両
施
設
と
も
非
常
用

電
源
は
無
く
、
電
源
車
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
道
に
つ
い
て
は
、
40

ｔ
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
あ

り
、
し
ば
ら
く
は
大
丈
夫

で
す
が
、
長
期
と
な
れ
ば

給
水
車
な
ど
で
の
対
応
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
今
年
の
台
風
で
は
、

高
齢
者
な
ど
の
被
災
が
多

か
っ
た
。
今
後
、
支
援
者

や
避
難
手
順
を
定
め
た
個

別
避
難
計
画
が
必
要
で
は
。

　
　
今
後
、
災
害
担
当
課

と
協
議
し
て
対
応
し
ま
す
。

　
　
毎
年
の
よ
う
に
豪

雨
を
伴
う
強
い
台
風
が
心

配
さ
れ
る
状
況
の
中
で
、

ハ
ー
ド
面
や
避
難
体
制
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
森
林
と
農
地

な
ど
の
保
水
機
能
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
一
次
産

業
を
守
っ
て
存
続
で
き
る

よ
う
施
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

停
電
時
の
上
下
水
道
対
応

QA役
場
庁
舎
の
停
電
対
応
は

Q

AQA介
護
施
設
で
の

停
電
・
断
水
対
策
は

QA

個
別
避
難
計
画
の
必
要
性

QA意
見

　
　
令
和
2
年
度
よ
り
町

内
で
光
化
工
事
が
始
ま
る

が
、
現
在
の
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
に
し
た
経
緯
と
、
光
化

工
事
を
行
う
理
由
は
。
ま

た
、
今
ま
で
故
障
は
あ
っ

た
か
。

　
　
参
入
計
画
時
に
設
置

費
を
比
較
し
た
結
果
、
同

軸
ケ
ー
ブ
ル
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
同
軸
ケ
ー
ブ

ル
の
生
産
が
中
止
と
な
る

こ
と
、
お
よ
び
高
速
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

な
ど
情
報
通
信
環
境
を
整

備
す
る
費
用
が
あ
る
た
め
、

光
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

災
害
を
除
き
、
経
年
劣
化

に
よ
る
故
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　
町
内
の
加
入
状
況
は
。

　
　
一
般
世
帯
の
基
本
契

約
は
１
７
８
９
件
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
契
約
は
５
５

５
件
、
事
業
所
は
そ
れ
ぞ

れ
81
件
と
29
件
で
す
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

加
入
状
況
が
１
０
０
％
で

な
い
理
由
は
。

　
　
民
間
事
業
者
と
の
競

合
に
よ
り
ま
す
。

　
　
音
声
告
知
端
末
に

つ
い
て
、
事
業
者
は
有
料

な
の
で
一
般
世
帯
と
同
様

に
無
料
と
し
て
ほ
し
い
。

　
　
郡
内
の
文
字
放
送
活

用
状
況
と
費
用
は
。

　
　
各
町
村
20
分
の
枠
が

あ
り
、
役
場
か
ら
の
発
信

は
無
料
で
す
。
町
は
月
17

～
20
回
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

身
近
な
情
報
は
、

広
報
や
Ｈ
Ｐ
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
に
よ
る
文
字
放
送
が
理

解
し
や
す
い
。
ぜ
ひ
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
の
文
字
放
送
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　
　
木
曽
広
域
情
報
セ
ン

タ
ー
の
運
営
方
法
は
。

　
　
収
入
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用

料
で
賄
い
ま
す
。

　
　
光
化
工
事
の
詳
細
は
。

　
　
木
曽
広
域
が
令
和
2

年
4
月
に
発
注
し
、
予
算

は
広
域
で
計
上
し
、
国
の

補
助
金
と
町
の
負
担
金
で

負
担
し
ま
す
。

　
　
本
工
事
費
の
内
訳
は
。

　
　
事
業
費
総
額
6
億
円

程
度
の
予
定
で
す
。

　
　
光
ケ
ー
ブ
ル
の
耐
用

年
数
と
料
金
体
系
は
。

　
　
耐
用
年
数
は
10
年
で
、

料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
３
０
０
メ
ガ
バ
イ

ト
と
１
ギ
ガ
バ
イ
ト
の
プ

ラ
ン
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
　
広
域
で
行
う
事
業

で
あ
る
が
、
町
の
事
業
で

も
あ
る
。
町
独
自
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
故
障
は

QA加
入
状
況
と
放
送
活
用
は

QA

QA意
見

QA意
見

Q

A町
内
の
光
化
工
事
の
詳
細

QAQAQA要
望

赤坂　孝 議員

近藤　隆 議員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

の
有
効
活
用
を

災
害
時
に
お
け
る

長
期
間
の
停
電
の
対
応
は
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町
長
就
任
か
ら
間
も

な
く
4
年
任
期
満
了
を
迎

え
る
。
所
信
表
明
で
、
第

3
次
自
立
推
進
計
画
も
含

め
た
第
10
次
総
合
計
画
を

策
定
し
た
が
、
思
っ
た
通

り
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

た
か
。

　
　
4
年
前
に
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
た
「
も
っ
と
南

木
曽
を
元
気
に
」
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
く
た
め
に
、
重
点
政
策

と
し
て
住
環
境
整
備
や
子

育
て
教
育
支
援
な
ど
を
中

心
に
、
定
住
促
進
に
繋
が

る
よ
う
な
政
策
を
積
極
的

進
め
て
き
ま
し
た
。

最
終
目
標
で
あ
る
人
口

減
少
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
現

状
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

財
源
や
人
材
に
限
り
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
が
人
口
減
少
の
歯
止

め
な
る
よ
う
に
、
効
果
的

な
施
策
を
行
っ
て
行
く
決

意
で
す
。

　
　
町
長
に
と
っ
て
「
南

木
曽
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
。

　
　
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
良
か
っ
た
、
住

む
な
ら
南
木
曽
」
と
、
誰

も
が
自
信
を
持
っ
て
声
に

出
せ
る
こ
と
で
す
。

　
　
保
育
部
門
が
教
育
委

員
会
に
移
管
さ
れ
た
。
一

貫
し
た
子
育
て
支
援
は
で

き
た
か
。

　
　
引
き
続
き
、
保
護
者

の
意
見
を
聞
き
、
よ
り
利

用
し
や
す
く
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
な
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
運
転
免
許
証
自
主
返

納
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

町
の
考
え
は
。

　
　
実
際
免
許
を
返
し
て

し
ま
う
と
、
買
い
物
や
病

院
へ
行
く
、
通
勤
な
ど
交

通
が
不
便
で
す
。
と
て
も

難
し
い
問
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
免
許
を

返
納
さ
れ
た
方
や
移
動
手

段
の
な
い
方
の
足
の
確
保

に
い
か
に
取
り
組
め
る
か

が
課
題
で
す
。

　
　
中
山
間
地
で
は
車

が
無
い
と
生
活
で
き
な
い
。

何
度
も
こ
の
問
題
に
言
及

し
て
き
た
が
、
本
当
に
難

し
い
課
題
で
あ
る
。
こ
の

課
題
を
ク
リ
ア
出
来
な
い

と
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
良
か
っ
た
、
住

む
な
ら
南
木
曽
」
と
言
え

な
い
。
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

思
い
描
い
た
ま
ち
づ
く
り

QA

QA保
育
部
門
移
管
の
効
果

QA

運
転
免
許
の
自
主
返
納

QA意
見

　
　
10
月
4
日
に
行
わ
れ

た
妻
籠
地
区
町
政
報
告
会

で
、
住
民
か
ら
出
た
意
見

の
大
半
は（
公
財
）妻
籠
を

愛
す
る
会
に
対
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
町
は
率
直
に

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
。

　
　

妻
籠
の
皆
さ
ん
が
妻

籠
の
こ
と
に
関
心
を
持
ち
つ

つ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

あ
る
こ
と
、
妻
籠
を
愛
す
る

会
に
対
し
て
住
民
か
ら
の
意

見
も
あ
る
こ
と
な
ど
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
　

町
は
こ
れ
ま
で
も
、

保
存
に
対
す
る
予
算
は
付

け
て
く
れ
た
が
、
口
は
出

さ
な
か
っ
た
。町
の
考
え
は
。

　
　
今
の
状
況
を
見
て
も

そ
の
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
愛
す
る
会
が
住
民
組

織
と
し
て
あ
る
以
上
、
町

は
支
援
し
ま
す
。
た
だ
、

保
存
運
動
に
関
し
て
は
で

き
る
だ
け
住
民
の
皆
さ
ん

で
解
決
し
て
頂
き
た
い
と

の
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　
　
も
と
も
と
、
ど
こ
で

も
保
存
と
観
光
は
せ
め
ぎ

合
い
だ
と
思
う
。
た
だ
、

妻
籠
宿
が
町
の
財
産
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
の

ま
ま
で
は
限
界
が
あ
る
。

町
内
の
他
地
域
か
ら
関
わ

っ
て
も
ら
う
方
法
も
あ
る

が
、
先
ず
は
町
に
本
腰
を

入
れ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

始
ま
ら
な
い
。「
保
存
は
も

う
町
が
や
っ
た
方
が
良
い
」

と
い
う
意
見
も
多
い
が
。

　
　
そ
う
い
う
意
見
が
あ

る
こ
と
も
承
知
は
し
て
い

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
保

存
活
動
は
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
町
も
一
緒
に
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

話
し
合
い
の
場
を
設
け
る

な
ど
、
町
も
協
力
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
ぜ
ひ
やって
頂
き
た

い
。
せ
っ
か
く
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
で
外
国
人
観
光
客
も
増

え
て
い
る
。
観
光
協
会
も

法
人
化
し
た
。

50
年
守
り
続
け
て
き
た

も
の
を
、
も
う
一
度
見
直

す
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。

　
　
旅
行
業
有
資
格
者
の

採
用
は
決
ま
っ
た
か
。

　
　
ま
だ
決
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
候
補
は
い
ま
す
。

　
　
来
年
4
月
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
に
間
に
合
う
か
。

　
　
間
に
合
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
　
経
験
豊
富
な
職
員

も
必
要
と
思
う
し
町
か
ら

の
派
遣
や
支
援
も
含
め
て
、

ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。

妻
籠
宿
保
存
に
対
す
る

町
の
考
え
は

QAQA

QA

意
見観

光
協
会
法
人
化
の
状
況

QAQA意
見

伊藤　寿子 議員

矢澤　和重 議員

妻
籠
地
区
で
の
町
政
報
告
会
を

町
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か

課
題
を
ク
リ
ア
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
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耕
作
放
棄
を
作
ら
な

い
た
め
に
、
現
在
、
町
が

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

　
　
獣
害
に
合
わ
な
い
作

物
の
研
究
や
、
農
業
委
員

会
で
貸
し
手
と
借
り
手
を

結
び
つ
け
る
事
業
、
ま
た
、

担
い
手
組
織
の
育
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
農
家
の
方
の
や
り
が

い
に
つ
な
が
る
の
が
、
お

い
し
い
作
物
を
作
る
こ
と

だ
。
そ
の
指
標
の
一
つ
に

食
味
検
査
が
あ
る
と
思
う
。

今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
覚

で
お
い
し
い
と
言
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
数
値
に
す

れ
ば
自
信
が
持
て
る
と
思

わ
れ
る
。

食
味
検
査
へ
の
補
助
が

で
き
な
い
か
。

　
　
食
味
値
を
測
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
付
加
価
値
が

つ
い
た
り
、
作
付
け
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
り

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
機

械
で
測
っ
た
も
の
で
す
し

比
べ
る
も
の
が
な
い
と
、

お
い
し
さ
が
分
か
り
に
く

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
　
「
お
い
し
い
お
米
が

と
れ
る
と
こ
ろ
な
ら
作
っ

て
み
よ
う
」
と
思
う
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

検
査
す
る
と
こ
ろ
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
研
究
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
販
売
先

に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
町
で
も
販
路

な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

耕
作
放
棄
と
町
の
対
策

QA

米
の
食
味
値
の
測
定
を

Q

AQA

　
　
最
近
、
携
帯
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
小
中
学
生
の

誘
惑
な
ど
の
犯
罪
が
発
生

し
て
い
る
。「
都
会
は
危

険
で
地
方
は
大
丈
夫
」
で

は
な
く
、
ど
こ
で
も
起
こ

り
得
る
。

全
国
平
均
で
携
帯
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
有
率

は
、
小
学
生
で
35
％
、
中

学
生
で
70
％
と
聞
く
。
町

内
小
中
学
生
の
所
有
率
は
。

　
　
小
学
生
と
中
学
1
年

生
は
数
名
程
度
、
中
学

2
・
3
年
生
は
約
40
％
が

所
有
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用

率
は
、
調
べ
て
い
る
か
。

　
　
小
学
生
の
主
な
使
用

用
途
は
家
族
な
ど
と
の
連

絡
で
す
。
中
学
生
は
、
ネ

ッ
ト
の
動
画
閲
覧
や
ゲ
ー

ム
な
ど
に
使
用
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
よ
る
犯
罪
の
危
険
性

や
巻
き
込
ま
れ
な
い
対
策

に
つ
い
て
の
指
導
状
況
は
。

　
　
小
学
校
で
は
、
参
観

日
な
ど
で
保
護
者
と
携
帯

の
使
用
状
況
や
対
策
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
や
、
6

年
生
を
対
象
に
講
師
を
招

い
て
情
報
モ
ラ
ル
学
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学

校
で
も
、
生
徒
と
保
護
者

が
一
緒
に
、
専
門
講
師
に

よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ
イ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険

性
や
ト
ラ
ブ
ル
対
処
方
法

な
ど
の
学
習
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
と
も
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
実
態

の
把
握
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ゲ
ー
ム
や
ラ
イ
ン
を

長
時
間
行
う
こ
と
に
よ
り
、

勉
強
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
、

寝
不
足
や
視
力
低
下
、
猫

背
、
指
や
肘
の
腱
症
炎
に

な
る
よ
う
だ
が
、
対
策
な

ど
は
取
っ
て
い
る
か
。

　
　
小
学
生
の
携
帯
所
有

は
少
な
い
で
す
が
、
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
る
ゲ
ー
ム
機

を
使
っ
て
い
る
よ
う
な
の

で
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
、
休
日
に
長

時
間
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
う

様
子
が
あ
り
ま
す
。
使
用

に
つ
い
て
は
、
家
族
間
で

約
束
の
ル
ー
ル
を
決
め
て

い
る
家
庭
が
50
％
程
あ
る

よ
う
で
す
。

　
　
教
育
委
員
会
、
学

校
、
保
護
者
が
常
に
連
携

を
取
り
、
実
態
を
把
握
し
、

早
め
に
対
応
し
て
子
ど
も

た
ち
を
犯
罪
な
ど
か
ら
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

携
帯
な
ど
の
所
有
率
は

QAQA

QA長
時
間
使
用
へ
の
対
策

Q

A意
見

松原　崇文 議員

耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
方
策

と
し
て
食
味
検
査
に
補
助
を

児
童
生
徒
を

ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
守
る
対
策
を

早川　親利 議員

食味値は、「アミロース」「タンパク質」「水分」
「脂肪酸度（玄米）」の４つの成分を測定し、食味
方程式により算出。�
食味値は100点満点で表し、数値が高いほど美
味しい米になる。日本産では、65～75点が標準。

：デンプンの中のアミロースの比
率。アミロースの割合が低いほど粘りがあり美味
しい。

：米のタンパク質の比率。タンパク
質が少ない米は、吸水が良くふっくらとして美味
しい。

：米に含まれる水分。16%基準の範囲
内で、水分の高い米ほど美味しい。

：脂肪の酸化度。米の脂肪は貯蔵中に
徐々に酸化され、脂肪酸化度が低いほど新鮮で美
味しい。

アミロース

タンパク質

水　分

脂肪酸度

米の食味値とは
（米・食味鑑定士協会HPを参考）
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子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
の
実
状
は
。

　
　

年
間
６
０
０
０
件
程

の
う
ち
、
岐
阜
県
が
7
割
、

県
内
が
3
割
で
、
そ
の
比

率
は
昨
年
と
変
わって
い
ま

せ
ん
。
岐
阜
県
で
の
利
用
は

シ
ス
テ
ム
改
修
の
課
題
が
あ

り
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
　
国
保
税
の
子
ど
も
へ

の
均
等
割
り
分
の
支
援
を
。

　
　

11
月
28
日
の
国
保
制

度
改
善
強
化
全
国
大
会
で

も
「
子
ど
も
に
係
る
均
等

割
り
保
険
税
の
軽
減
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
」

が
採
択
さ
れ
、
全
国
的
に

も
共
有
さ
れ
て
い
る
要
望

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
中
で
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
正
常
分
娩
費
が
年
々

増
加
し
、
出
産
育
児
一
時

金
で
は
足
り
な
い
の
で
は
。

　
　

町
で
も
分
娩
費
の
支

払
額
が
50
数
万
円
や
40
万

円
台
の
例
も
あ
り
、
条
件

に
も
よ
り
ま
す
が
一
時
金

と
の
差
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
妊
産
婦
の
福
祉
医
療

助
成
が
で
き
な
い
か
。

　
　

町
で
は
不
妊
治
療
の

補
助
の
拡
大
、
産
後
ケ
ア

事
業
の
創
設
な
ど
を
拡
充

し
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
提
案
し
て
い
た

だ
い
た
子
育
て
や
妊
産
婦

へ
の
支
援
全
体
を
考
慮
し
、

支
援
策
を
総
合
的
に
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
山
口
工
区
で
は
本
坑

の
ト
ン
ネ
ル
と
は
別
に
先

進
坑
（
高
さ
5
ｍ
、
幅
7

ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
※
左
図
）

の
併
設
が
計
画
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
海
の

説
明
と
は
大
き
く
異
な
る
。

新
た
な
発
生
土
が
生
じ
、

妻
籠
水
道
水
源
保
全
地
区

で
の
新
た
な
開
発
行
為
に

繋
が
ら
な
い
か
。

　
　

本
坑
を
掘
削
す
る
際

の
土
で
先
進
坑
を
埋
め
戻

す
と
聞
い
て
い
ま
す
。

県
の
現
在
の
考
え
は
、

先
進
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に

先
進
坑
も
含
ま
れ
る
の
で
、

報
告
や
届
け
と
な
る
と
い

う
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
支
援

QAQAQ

A妊
産
婦
の
医
療
助
成
を

QAリ
ニ
ア
計
画

「
先
進
坑
」併
設
の
問
題

Q

A

坂本　満 議員

妊
産
婦
を
含
む

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

　
　
妻
籠
宿
を
中
心
と
す

る
町
内
観
光
産
業
に
つ
い

て
、
観
光
客
数
の
現
状
と

産
業
構
造
の
割
合
を
伺
う
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ

り
外
国
人
客
の
増
加
と
、

温
泉
に
よ
る
宿
泊
客
が
増

え
て
、
経
済
効
果
も
出
て

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

産
業
全
体
で
は
、
製
造

業
46
％
、
建
設
業
19
％
、

小
売
り
商
業
16
％
、
観
光

関
係
4
％
（
平
成
28
年
売

上
額
）
で
す
。
今
年
1
～

10
月
の
観
光
客
数
は
約
51

万
人
で
、
そ
の
う
ち
妻
籠

宿
32
万
人
6
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
観
光
政
策
で

は
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

将
来
は
リ
ニ
ア
に
よ
り
町

も
大
き
な
影
響
が
出
る
と

予
想
さ
れ
る
。
町
の
戦
略

と
し
て
「
町
お
こ
し
」
の

観
光
経
済
効
果
対
策
を
伺

う
。

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
る

観
光
客
増
加
が
予
想
さ
れ
、

リ
ニ
ア
関
連
効
果
も
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
建

設
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

交
流
人
口
の
増
加
は
観
光

面
で
も
大
き
な
プ
ラ
ス
と

考
え
ま
す
。
中
津
川
市
と

飯
田
市
の
中
間
で
体
験
型

観
光
ル
ー
ト
作
り
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
リ
ニ
ア

開
業
を
見
据
え
た
産
業
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討

し
た
い
で
す
。

　
　
法
人
化
し
た
観
光
協

会
は
、
妻
籠
内
に
事
務
所

を
設
け
る
と
聞
く
。
財
団
、

協
会
、
町
の
連
携
が
心
配

だ
が
、
町
の
考
え
は
。

　
　
基
本
的
に
は
保
存
重

視
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
ま
で
観
光
協
会
は

町
主
導
で
や
っ
て
き
た
。

新
し
い
観
光
協
会
は
一
般

企
業
だ
。
条
例
が
必
要
と

思
う
が
。

　
　
観
光
協
会
が
全
て
独

立
し
て
事
業
を
こ
な
す
こ

と
は
難
し
く
、
財
政
支
援
、

人
的
支
援
を
考
え
て
お
り

派
遣
条
例
の
改
正
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。

　
　
補
助
金
や
人
的
支
援

は
予
算
計
画
に
関
係
す
る
。

設
立
に
あ
た
り
目
的
、
事

業
計
画
、
戦
略
、
誘
客
な

ど
議
会
へ
説
明
を
求
め
る
。

　
　
協
会
の
考
え
を
説
明

す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

　
　
日
本
経
済
新
聞
の

全
国
の
行
き
た
い
宿
場
町

ベ
ス
ト
10
と
い
う
記
事
で

妻
籠
宿
は
一
位
で
あ
る
。

妻
籠
ブ
ラ
ン
ド
を
利
用

し
、
初
心
の
気
持
ち
で
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
協
会
の
一
年
で
も
早

い
自
立
を
期
待
し
た
い
。

観
光
産
業
の
現
状
は

QAQ

A観
光
協
会
と
町
の
考
え
方

QAQ

AQA意
見

北原　隆光 議員

町
の
一
般
社
団
法
人
観
光
協
会
に

職
員
派
遣
を
す
る
の
か

本坑と先進坑
（JR東海の山口工区環境保全計画資料より）
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●フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する
条例の制定
●パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手
当及び費用弁償に関する条例の制定
●地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定
●看護師等奨学資金貸付条例の制定
●下水道事業の設置等に関する条例の制定
●職員定数、職員の分限、職員の給与などに関す
る条例の一部改正
●副管理者の給与及び旅費に関する条例の一部改正
●一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
●消防手数料条例の一部改正
●火災予防条例の一部改正

●地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例
の制定
●会計年度任用職員の給与等、退職手当などに関
する条例の制定
●公平委員会委員の選任：川上　惠美子氏
●平成30年度一般会計歳入歳出決算認定

歳入合計47億4365万7753円（前年度比5.1％
増）、歳出合計46億8963万2803円（前年度比
4.1％増）で、実質収支は5402万4950円の黒字
決算になっています。
●令和元年度一般会計補正予算（第２号）

5千万円を追加し総額46億9000万円となりま
した。

●令和元年度一般会計補正予算（第３号）
264万5千円を追加し総額41億2546万5千円と

なりました。
●令和元年度介護保険特別会計補正予算（第３号）

歳出の款間の組替を行いました。

◆令和元年度 台風19号災害派遣活動等状況報告
今年10月に発生した台風19号災害による被災

地支援について報告されました。10月13日～16
日は長野市豊野地区と穂保地区などで救助活動、
10月18日～22日は飯山市で廃棄物処理支援活
動、11月18日～22日は上田市真田地区で災害復
旧工事支援活動を実施しました。

全員協議会

◆給与制度等検討委員会の指名
◆給食調理業務委託の入札

来年度あすなろ荘などの給食業務が委託されました。
◆令和2年度～4年度実施計画の策定
「松塩筑木曽老人福祉施設組合経営指針 2025」

で定めた取組目標を念頭に、諸課題を着実に実施
するとともに、これまで以上に組合資源を充実さ
せるため、財政状況を踏まえた運営改善と人材確
保の推進を図るための中期計画として検討し、策
定するものです。

デイサービスの廃止が含まれています。また、
あすなろ荘の大規模改修は見送られています。

全員協議会

木曽広域連合議会報告
木曽広域連合11月定例会の主な内容は次のとおり。

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会報告
木曽広域連合11月定例会の主な内容は次のとおり。

◆
場
所　
小
学
校
上
段
の

　
　
　
　
農
地

◆
面
積　
３
，５
２
１
㎡

◆
経
過　
地
権
者
か
ら
譲

渡
の
申
し
出
が
あ
り
、
公

有
財
産
管
理
委
員
会
で
協

議
し
、
駐
車
場
と
し
て
取

得
す
る
方
向
で
検
討
し
ま

し
た
。

説
明
概
要

小
学
校
駐
車
場
用
地
の
取
得

全
員
協
議
会

議
会
と
町
の
意
見
交
換（
12
月
12
日・18
日
）

質疑 南木曽小学校駐車場用地の取得関係
Q 今の駐車スペースでは狭い理由は。
A 参観日や運動会時の駐車場に苦慮し
ています。雨天時などに校庭に駐車した
場合は、校庭がぬかるみ傷んでしまうこ
ともあります。
Q　駐車台数等の計画は。
A 造成計画を立ててから検討します。
Q　駐車場の造成費は。
A 概算で約4000万円を見込んでいま
す。
Q　結構高額だが、宅地などの計画もあ
るのか。
A 現時点では駐車場を考えています。

2020.2.129 NAGISO
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館
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保
育
園
の
統
合
を
巡
っ

て
は「
保
育
所
審
議
会
」の

答
申
を
受
け
て
議
会
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

前
回
9
月
定
例
議
会
で
提

説
明
概
要

案
の
あ
っ
た
「
基
本
方
針

①
」
に
続
き
、
今
回
新
た

に
町
長
か
ら
「
基
本
方
針

②
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
細
内
容
は
広
報
な
ぎ

そ
今
月
号
11
Ｐ
に
掲
載

※「
基
本
方
針
①
」に
関
し

て
は
、
広
報
な
ぎ
そ
11

月
号
10
Ｐ
と
議
会
だ
よ

り
11
月
号
31
Ｐ
参
照

国
の
「
少
子
化
社
会
対

策
大
網
」
に
よ
り
、
産
休

中
の
負
担
軽
減
や
産
後
ケ

ア
の
充
実
、「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
な
ど
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
の
構
築
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

説
明
概
要

機
能
は
、
既
に
健
康

し
あ
わ
せ
係
と
子
ど

も
す
く
す
く
係
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
内
容
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
妊
娠
期

～
幼
児
期
、
保
育
園

～
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
家
庭
に
対

し
、
一
元
的
支
援
体

制
の
構
築
を
進
め
る

も
の
で
す
。

◆
目
的
お
よ
び
場
所

国
土
交
通
省
で
計
画
し
て
い

る
地
蔵
沢
砂
防
堰
堤
事
業
に
伴

う
工
事
用
道
路
と
し
て
、
町
道

妻
籠
線（
旧
妻
籠
小
学
校
手
前
）

～
町
道
和
合
妻
籠
線
の
連
絡
道

を
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

幅
員
が
狭
い
た
め
改
良
工
事
を

行
う
。
将
来
は
町
道
と
し
て
残

す
た
め
、
町
道
認
定
お
よ
び
用

地
取
得
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
工
事
用
道
路
の
概
要

道
路
延
長
２
３
２
ｍ

幅
員
4
ｍ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

説
明
概
要

今
後
の
南
木
曽
町
の

保
育
の
姿基

本
方
針
②

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

町
道
妻
籠
町
上
連
絡
線（
仮
称
）の
町
道
認
定
及
び
用
地
取
得
・
物
件
補
償

質疑 今後の南木曽町の保育の姿　基本方針②関係
Q ５歳児だけをまとめる理由については疑問を感じる。９
月議会で町長から説明のあった内容とは違ってきているが理
由は。
A 前回の説明にもあったいくつかの進め方の中から、現状
や様々な意見を勘案して決めました。
Q　園児は全員一緒に保育することが望ましいと思うが、今
回の提案は期限を区切らず続けるつもりなのか。
A これからのことは、準備会や実施する中で決めていくこ
とになります。
Q　町長と教育委員会、現場の保育士との話はできているのか。
A 方針は伝えています。
Q　国の大幅な学習指導要領の改訂により、保育園児の幼児
教育化が進められているが、本来の統合問題がどんどん変化
している気がする。今、早急にやらなければいけないことな
のか。
A 時代や国の流れをふまえ現在の少人数の中で、小学校へ上
がることへの不安など、保護者の要望も考慮してのことです。
Q　今回の提案は、保育所審議会にはまだ諮っていないと思
うが、ぜひ審議していただきたい。
A 既に審議会からの答申は受けていますが、今回の提案に
ついては、また新たに報告し、意見をいただくようにします。

質疑 子育て世代包括支援センターの設
置関係

Q 既存の支援センターと包括支援セン
ターの違いが分かりにくいが、もう少し分か
りやすくならないか。
A 子育て支援センターは乳幼児期の支援を中
心にしてきたが、包括支援センターは18歳までを
継続的に切れ目なく支援していくというものです。
Q 窓口はどこになるのか。
A 住民課と教育委員会で行ってきた子育て
支援をより連携しながら充実させるため、窓口
を教育委員会に置き、分かりやすくしたいと思
います。
意見 保健師がいない教育委員会の窓口へ
行っても住民も不安ではないか。もう少し
スッキリした体制でできるよう検討を望む。

質疑 町道妻籠町上連絡線（仮称）の町道認定
及び用地取得・物件保障関係

Q 手前の民家のある道路は利用できないか。
A 民家があるため、幅員の拡幅は難しいです。
Q コンクリート舗装では雪が溶けにくいが、
アスファルト舗装にはできないのか。
A 道路勾配が急なため道路基準によるコンク
リート舗装計画です。
Q 砂防工事には、町道妻籠線、町道和合妻籠
線も利用するが改良はしないのか。
A 今後、国土交通省と協議したいと思います。
意見 幅員4mでは、大型と普通車のすれ違い
ができない。待避所が必要でないか。

全員協議会

2020.2.1 30NAGISO
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南
木
曽
町
総
合
戦
略
の

中
で
、
基
本
戦
略
「
教
育

の
充
実
」
の
重
点
項
目
と

し
て
大
学
連
携
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

「
な
ぎ
そ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
祭
り
」
を
通
じ
て
、
15

年
来
交
流
の
あ
っ
た
名
城

大
学
と
の
連
携
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
や

空
き
家
対
策
な
ど
に
つ
い

て
の
研
究
と
実
践
を
行
い
、

説
明
概
要

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
※
１

の
ま
ち
南
木
曽
」
を
目
指

す
と
と
も
に
地
域
課
題
の

解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

※
１
：
聞
き
取
り
調
査
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
現
地
で
の
資
料
・

史
料
の
採
取
な
ど
を
行

う
調
査
技
法
の
こ
と

南
木
曽
町
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
第
1
期
が
今
年

度
で
終
了
す
る
た
め
、
南

木
曽
町
地
方
創
生
総
合
戦

略
第
2
期
（
令
和
2
年
度

～
令
和
6
年
度
）
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

や
町
内
女
性
に
意
見
を
伺

い
、
取
り
ま
と
め
た
内
容

を
12
月
16
日
の
戦
略
会
議

に
提
出
し
ま
し
た
。

説
明
概
要

12
月
20
日
～
1
月
20
日

ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
期
間
を
設
け
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
い
た
だ

い
た
意
見
を
反
映
さ
せ
、

令
和
元
年
度
3
月
議
会
定

例
会
に
正
本
し
た
総
合
戦

略
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

※
今
回
は
説
明
の
み

12
月
11
日
に
Ｊ
Ｒ
東
海

と
締
結
し
た
別
途
文
書

（
協
定
書
）
は
、
町
道
棚

橋
線
道
路
工
事
に
関
す
る

協
定
書
」
と
「
水
源
の
予

備
的
措
置
に
関
す
る
協
定

書
」
で
す
。

説
明
概
要

「
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
活

用
基
本
構
想
」
は
リ
ニ
ア

説
明
概
要

中
央
新
幹
線
の
も
た
ら
す

プ
ラ
ス
面
の
効
果
を
最
大

化
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
で
、
リ
ニ
ア
開
業
後
を

見
据
え
た
地
域
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

1
月
に
高
校
生
や
住
民

か
ら
の
意
見
や
有
識
者
か

ら
の
提
言
な
ど
を
集
約
、

2
月
に
構
想
の
素
案
作
成
、

3
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

リ
ニ
ア
協
定
書

リ
ニ
ア
活
用
基
本
構
想
の
策
定

質疑 リニア協定書について
Q 新聞記事に「予備的措置」の意味について、「町はいろんな
整備がトンネル掘削前に実施されると想定している」と書かれて
いるが、想定では確約にならない。
A 影響があってからの対策工事では間に合いません。当然トン
ネル掘削前に代替水源を確保するということです。
Q　減少量を補う施設の設置は２年後、３年後なのか、広瀬工区
は時間の問題になっている。計画はどうなっているか。
A この議会の補正予算で、来年度事業の債務負担行為として認
めていただければ、すぐにでも現地の調査設計を始める予定です。
Q　町は水道水源の規模をどれくらいに想定し、要望する施設の容
量はどんなものか。
A 基本的には妻籠水道水源が無くなったと想定し、その水を広
瀬の上流部で取り、大山高区、向ヶ原の水源などの代替えにも活
用するよう基本設計の中で考えていきます。

質疑 リニア活用基本構想の策定関係
Q 参考資料に示す南木曽～品川間が最短90分というのはどういう計算か。
A あくまで想定される最短時間です。現状の品川までの180分も、最短時間の
比較上の数字です。
Q　南木曽～名古屋間は70分が40分になると書くのは「特急しなの」は無くな
るという前提になってしまうのでは。
A 詳細な内容については、いままで検証したことはありません。実際にはどう
なるかを検証しながら、構想を練っていくことになります。課題を明らかにした
り、課題への働きかけなど、皆さんの意見を参考に考えていきます。
Q　１月までに意見募集をして誰がまとめるのか。
A 戦略室でまとめます。
意見
◆坂本駅～中津川駅は30分に電車が１本で、中津川～南木曽は２時間に１本だ。
90分で品川という夢は、南木曽には当てはまらないことを念頭に置いた計画を。

◆高校１、２年生とあるが、中学生からも声を聞いてもどうか。
◆基本構想は半年なり１年掛けて練るべきだ。１ヶ月はあまりに短いのでは。

地
方
創
生
総
合
戦
略（
案
）

名
城
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

全員協議会
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基
本
計
画
で
掲
げ
る
施

策
を
実
現
す
る
た
め
の
事

業
を
示
す
も
の
で
す
。
今

回
は
、
令
和
2
～
4
年
度

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
会
計
年
度
任
用
制
度

に
よ
っ
て
臨
時
職
員
待
遇

が
改
善
さ
れ
る
の
か
。

　
　
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
い
う
働
き
方
改
革
の
中

で
公
務
員
の
臨
時
職
員
を

対
象
と
し
、
試
算
で
そ
の

ま
ま
計
算
す
る
と
、
令
和

2
年
度
で
は
２
０
０
０
万

円
ほ
ど
当
該
人
件
費
が
増

え
ま
す
。
退
職
手
当
組
合

へ
の
事
業
主
負
担
分
と
、

新
た
に
期
末
手
当
支
給
対

象
と
な
る
の
パ
ー
ト
（
週

15
時
間
30
分
以
上
）
へ
の

期
末
手
当
・
社
会
保
険
料

な
ど
で
す
。

　
　
地
方
創
生
戦
略
で
国

説
明
概
要

質
　
疑

会
計
年
度
任
用
制
度

QA地
方
創
生
事
業

Q

か
ら
の
交
付
金
は
あ
る
の
か
。

　
　

主
要
事
業
と
し
て
は

子
育
て
移
住
、
観
光
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
数
は
多
い

が
、
地
方
創
生
交
付
金
の

対
象
と
な
る
事
業
は
計
画

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

事
業
の
採
択
条
件
を
満
た

し
て
既
存
事
業
や
既
存
施

設
を
活
か
す
に
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
が
実
状
で
す
。

　
　
リ
ニ
ア
に
よ
る
代
替

え
水
源
の
水
道
管
敷
設
工

事
は
確
実
に
行
わ
れ
る
か
。

　
　
こ
れ
か
ら
基
本
設
計
、

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
が
、

基
本
設
計
の
中
で
敷
設
替

え
の
必
要
が
示
さ
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
基
本
設

計
費
の
負
担
は
Ｊ
Ｒ
東
海

で
す
。

　
　
蘭
、
尾
越
の
国
道
２

５
６
号
交
差
点
か
ら
入
っ

た
道
幅
の
狭
い
町
道
整
備

は
リ
ニ
ア
関
連
で
行
う
の

か
。

　
　
尾
越
側
の
リ
ニ
ア
関

連
の
交
渉
と
狭
い
区
間
の

協
議
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

Aリ
ニ
ア
関
連
の
事
業

QAQA

　
　
新
規
の
蘭
広
瀨
線
改

良
の
場
所
は
。

　
　
蘭
広
瀬
線
で
は
、
旧

蘭
小
学
校
よ
り
広
瀬
側
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
島
の
平
線
の
改
良
は
。

　
　
原
ベ
ー
カ
リ
ー
前
の

交
差
点
は
改
良
の
余
地
が

あ
り
そ
の
調
査
を
し
ま
す
。

　
　
横
断
歩
道
も
改
良

の
中
で
検
討
を
。

　
　
坂
の
下
線
の
交
差
点

改
良
に
待
避
場
設
置
も
含

ま
れ
る
の
か
。

　
　
平
成
24
年
度
に
地
質

調
査
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
、
高
瀬
橋
交
差
点
か

ら
町
道
坂
の
下
線
の
改
良

に
つ
い
て
概
略
の
調
査
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
天
白
連
絡
線
の
計
画
は
。

　
　
他
の
町
道
な
ど
の
中

で
優
先
順
位
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
　
（
主
）三
留
野
停
車
場

線
の
歩
道
設
置
計
画
は
、

通
学
の
安
全
の
た
め
に
上
流

側
の
設
置
が
良
い
の
で
は
。

　
　
教
育
委
員
会
が
学
校

と
相
談
し
た
内
容
も
含
め

て
県
と
協
議
を
し
、
下
流

側
の
設
置
を
決
め
た
も
の

道
路
改
良
関
連

QAQA意
見

QAQAQA

で
す
。
県
と
し
て
は
上
流

側
の
場
合
に
は
さ
ら
に
横

断
歩
道
が
必
要
に
な
り
難

し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
道
路
改

良
は
拡
幅
す
る
が
、
縦
断

方
向
の
勾
配
の
改
良
が
不

十
分
で
は
な
い
か
。

　
　
今
後
、
概
略
設
計
の

段
階
な
ど
で
検
討
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
小
規
模
水
道
の
計
画

策
定
で
は
具
体
的
な
整
備

箇
所
が
あ
る
の
か
。

　
　
施
設
の
統
合
な
ど
も

検
討
す
る
た
め
の
全
体
計

画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
大
規
模
盛
土
造
成
地

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は

出
た
の
か
。
場
所
は
既
に

公
表
し
た
の
か
。

　
　
町
内
に
5
箇
所
程
あ

り
、
今
年
度
中
に
公
表
す

る
予
定
で
す
。
来
年
度
土

質
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

QA小
規
模
水
道
関
係

QA防
災
関
係

QA森
林
経
営
管
理
制
度

　
　
年
間
9
０
０
万
円
の

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

当
面
は
全
て
基
金
積
み
立

て
か
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は

経
営
計
画
に
沿
っ
て
広
域

連
携
に
よ
り
制
度
設
計
を

し
て
い
る
途
中
で
、
ま
だ

具
体
的
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

調
査
委
託
費
と
し
て
１
３

５
万
円
を
基
金
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
ま
た
、
木
曽

広
域
で
行
う
業
務
は
各
町

村
の
負
担
金
と
な
り
ま
す
。

　
　
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
費
の
１
０
０
０
万

円
が
削
除
に
な
っ
た
の
は
。

　
　

表
面
の
小
石
対
策
と

し
て
全
面
的
な
土
の
入
れ
替

え
改
修
を
計
画
し
て
き
ま
し

た
が
、
工
法
や
土
の
調
達
な

ど
具
体
的
な
検
討
が
進
ま
な

い
な
か
、
部
分
的
な
改
修
に

よ
る
維
持
管
理
で
対
応
し
て

い
け
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
使
う

パ
ソ
コ
ン
は
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
を

小
・
中
学
校
に
40
台
ず
つ

QA学
校
関
係

QAQA

備
え
て
あ
り
、
さ
ら
に
10

台
追
加
し
て
50
台
ず
つ
と

し
ま
す
。
国
が
1
人
1
台

と
し
て
お
り
、
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
増
設
は
令
和
3
年
度
と

な
っ
て
い
る
が
早
く
な
ら

な
い
か
。

　
　

小
学
校
内
に
あ
る

「
な
ぎ
そ
っ
こ
」
が
手
狭

で
増
築
を
考
え
て
ま
す
。

繰
り
上
げ
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
歴
史
の
道
整
備
の
場

所
は
。

　
　
橋
場
か
ら
大
妻
籠
区

間
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
南
木
曽
町
誌
の
追
加

分
は
本
に
す
る
の
か
。

　
　
既
存
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

前
回
発
刊
後
、
平
成
ま
で

の
分
は
町
誌
の
追
加
分
を

冊
子
と
し
て
デ
ー
タ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
と
セ
ッ
ト
で
作
成
す
る

予
定
で
す
。

QA文
化
財
関
係

QA広
報
関
係

QA

実
施
計
画
（
令
和
2
～
4
年
度
）

全員協議会
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聞いて

私の思い
田立地域振興協議会
会　長

森　洋司さん

議
会
報
の
編
集
中
に
年
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
は
こ
の
町
の
町
長
・
議
員
の

選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

12
月
の
議
会
に
限
ら
ず
、
議
会

中
に
は
町
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
議
会
か
ら

の
報
告
を
少
し
で
も
多
く
届
け
よ

う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
字
数

と
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

議
員
の
一
般
質
問
ペ
ー
ジ
は
中
味

を
濃
く
し
、
１
ペ
ー
ジ
を
半
分
に

し
て
あ
り
ま
す
。

11
月
の
議
会
主
催
の
住
民
懇
談

会
は
参
加
者
が
少
な
く
反
省
と
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
政

に
垣
間
見
ら
れ
る
国
民
不
在
と
も

い
う
べ
き
事
態
に
対
し
て
も
、
こ

の
議
会
に
お
い
て
住
民
の
声
や
思

い
を
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
受
け
止

め
、
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
内

省
の
中
で
真
摯
に
語
り
た
い
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
感

想
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記編

集
委
員坂本　

　
満 （
記
） 

近
藤　
　
隆

伊
藤　
寿
子

早
川　
親
利

田
立
の
山
奥
で
思
う
こ
と

今
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
も
将
来
の
こ
と
を
思
う
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
運

転
も
さ
り
な
が
ら
、
山
奥
に
住
ん
で
い
る
と
車
が
な
い
生
活
は

成
り
立
た
な
い
か
ら
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
日
常
的
な
移
動
・

外
出
の
こ
と
を
考
え
る
と
公
共
交
通
機
関
が
な
い
地
区
で
は
、

ど
う
し
て
も
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
自

動
運
転
車
が
で
き
て
目
的
地
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
と
い
う
技
術

も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
山
間
部
の
狭
小
な
道
で
の
移
動
は
難
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
が
存
立
し
て

い
け
る
か
ど
う
か
の
大
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

地
域
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
、
行
財
政
的
に
効
率
よ
く
、
あ
る

い
は
住
む
人
に
と
っ
て
利
便
性
が
よ
い
場
所
を
造
る
と
い
う
構

想
で
、
既
に
進
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
、
心
配
に

な
り
ま
す
。
荒
廃
し
た
土
地
が
拡
大
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
食
糧
増
産
の
時
代
に
育
っ
た
人
達
に
と
っ
て
は
隔

世
の
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
し
て
い
く
上
で
、
タ
ク
シ
ー
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
を
中
心
と
し
た
移
送
サ
ー
ビ
ス
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
イ
カ
ー
を
利
用

し
た
活
動
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
連
動
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、

地
域
で
の
住
民
意
識
の
醸
成
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
今
後
の
地
域

力
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
広
域
行
政
」
の
対
に
「
狭
域
行
政
」
が
あ
り
ま
す
。
狭
域

行
政
に
は
住
民
の
参
画
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
区
長
も
地
域
の
要

と
し
て
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
か
な
か
良
い
方
策
が

浮
か
び
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
住
み
続
け
る
地
域
を
創
っ

て
い
く
に
は
住
民
の
知
恵
と
努
力
が
必
要
で
す
。

地
域
全
体
で
「
わ
い
わ
い
」「
が
や
が
や
」
話

し
を
し
な
が
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

わいわい、がやがや、「狭域行政」
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